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《 発 行 所 》 
軽 費 老 人 ホ ー ム 
す ず ら ん 苑 
〒８６６－0073  
八 代 市 本 野 町 
２ ０ ７ ６ 番 地 
℡0965-33-3813 

水
ぬ
る
み
春
の
息
吹
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
三
月
四
日
と
三

月
十
日
、
バ
ス
ハ
イ
ク
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
バ
ス
ハ
イ
ク
は
、
希
望
者
が
多
く
、
三
月
四
日
『
鹿
児

島
知
覧
特
攻
平
和
会
館
ツ
ア
ー
』
と
、
三
月
十
日
『
春
の
宇
土
半

島
一
周
の
旅
』
の
二
班
に
分
か
れ
て
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
ず
、
体
力
に
自
信
が
あ
る
一
班
は
、
美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が

ら
鹿
児
島
知
覧
を
目
指
し
ま
し
た
。 

長
旅
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昼
食
処
で
あ
る
Ｊ
Ａ
ち
ら
ん
亭
で
「
黒 

 

 

☆濵田モモエさん 

豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
セ
ッ
ト
」

を
ご
馳
走
に
な
る
と
、
皆
さ
ん

疲
れ
も
一
気
に
消
え
去
っ
た
様

子
で
し
た
。 

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、 

一
時
間
半
程
の
自
由
時
間
を
設

け
て
い
ま
し
た
が
、
立
ち
去
り

難
い
様
子
で
「
時
間
が
足
ら
な 

☆井上シズさん 

☆樋口敏夫さん 

 

☆朝木ハツエさん 

い
！
」「
特
攻
隊
員
の
中
に
知
人
が
い
た
」

等
の
声
が
き
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

生
き
る
の
が
辛
い
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま

す
が
、
生
き
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
と
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
場
所
に
な
り
ま
し

た
。 

 

第
二
班
は
、
宇
土
半
島
一
周
の
旅
と
い

う
事
で
、
時
折
小
雪
が
舞
う
車
窓
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

 

三
角
西
港
公
園
に
立
ち
寄
る
と
、
石
積

み
の
埠
頭
や
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と

い
う
西
洋
風
の
建
物
が
あ
り
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
す
る
不
思
議
な
空
間
を
味
わ
い
な
が

ら
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 

 

海
を
見
渡
し
な
が
ら
食
べ
た
荒
炊
定
食 

は
最
高
で
、
贅
沢
な
景
色
と
美
食
に
大
満

足
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
次
回
は
何
処
に
出
か
け
ま
し
ょ

う
？ 

お
楽
し
み
に
♡ 

  

☆西本トシエさん 

☆小松トメさん 

 

 

春は生命の躍動が始まる時期
で、いろいろな生き物が成長す
る季節です。 
「花見」「出会いと別れ」「花粉
症」「期待と不安」等々のイメージ
がわきますね。 
昼夜の寒暖差が激しく、ストレス
や気候の変化によって知らず知
らずのうちに体に負担がかかって

いる可能性があります。 
いつも以上にゆっくりと休息・睡眠
をとり元気な体で春を満喫しまし
ょう。 

 



◇
開
苑
記
念
日 

 
 

 
 

 
 

一
日 

◇
民
謡
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 
 

六
日 

◇
身
長
・
体
重
測
定 

 
 

 
 

七
日 

◇
一
日
喫
茶
店 

 
 

 
 

 
 

七
日 

◇
春
の
健
診 

 
 

 
 

 
 

 

八
日 

◇
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

九
日 

◇
お
楽
し
み
会 

 
 

 
 

 
 

十
日 

◇
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

十
五
日 

◇
美
化
作
業 

 
 

 
 

 
 

十
七
日 

◇
民
謡
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 

二
十
日 

◇
誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

二
十
二
日 

◇
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

（
ナ
フ
コ
） 

 
 

 

二
十
三
日 

◇
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ 

 
 

二
十
三
日 

◇
書
道
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

二
十
八
日 

◇
書
道
自
主
練
習 

 
 

 
 

三
十
日 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

  

 

  

 

 

    

 

    

 

利用者の平均年齢・年代別内訳     平成 27.4.1 日現在 

男性利用者 15名 男性平均年齢 80歳 男性最高齢者 91歳 

女性利用者 35名 女性平均年齢 88歳 女性最高齢者 100歳 

  100歳 男性 ０名 女性   1名 

  90歳代 男性 1名 女性   12名 

  80歳代 男性 8名 女性   20名 

  70歳代 男性 4名 女性    2名 

  60歳代 男性 2名 女性   0名 

《すずらん号の運行について》 

◇通院や買い物など、八代市内に用事の 

ある方々のために、市内巡回バスを 

１日３回運行しております。 

〈運行時間〉 ９：１５ 【嘱託医】 

        ９：３０ 【市 内】 

       １３：３０ 【市 内】 

（土曜、日曜、祝日は運休いたします。） 

 

◇当苑の見学を希望される方々へ 

 お電話下さいますと、送迎いたします。 

 お気軽にお問い合わせください。 

Tel ０９６５－３３－３８１３ 

       

〒８６６-００７３ 

八代市本野町２０７６番地 

開苑年月日：平成元年４月１日 

入所定員：５０名（夫婦部屋２・個室４６） 

鉄筋コンクリート造２階建３棟 

     利用できる方は…？  

◇60 歳以上の方。ご夫婦で入居の場合は、片方が

60歳以上であれば可。 

◇一人暮らしで、今後の生活が不安に思われる方や、

家庭の事情等により家族との同居が困難な方。 

◇ある程度、自分で日常生活のできる方。 

（介護保険の利用も可能です。） 

◇利用料を納めることができる方。 

◇集団生活の基本的ルールを守れる方。 

◇身元保証人がおられる方。 

 

 気軽に見学に 

おいでませ～ 

 

       

◇今年も春の定期健診 

 が近づいてきました。 

 快適な生活を送る為 

 に健康保持を努めま 

 しょう。 
 

すずらん苑庭の桜も五分咲きとなりグランドゴルフ大会を行

いました。春の陽気に誘われたくさんの応援者も集合し賑いま

した。次年度も自分の「好きなこと」「楽しいこと」に参加し

ていただけるよう行事を豊富に用意いたしま～す。!(^^)! 

 

 


